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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 304 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成15年度 平成22年度

人 平成16年度 平成22年度

％ 平成17年度 平成22年度

都道府県名 静岡県 沼津市 　　東海道原宿

計画期間 交付期間 22

　原の歴史と資源を生かした地域活性化と安全・快適なまちづくり
　・原の歴史的資源と地域固有の資源を有効に活用して、地域のにぎわいを再生する。
　・新たな来訪者の誘引により地域の活性化を促進するとともに交流の場を創出する。
　・みんなが安心して快適に暮らし続けられる環境を整備する。

　沼津市の西部に位置する原地区は、駿河湾に面しており、富士川・狩野川からの土砂が長い年月の中で堆積し、それが沿岸洲となり、浮島潟、浮島湖と変遷し、その後も愛鷹山の河川からの土砂が加わって浮島沼となった。その周囲は沼沢地となり、
浮島ヶ原ができあがったもので、「原」の地名はこれに由来すると言われている。
　古代の街道は、沼の北の山裾を通っていたが、平安中期以降の東海道は、海岸沿いを通るようになる。江戸時代になると原宿二町（東町・西町）と大塚町で東海道原宿を形成し、東海道五十三次の13番目の宿駅として、東西の交

　既存の地域資源及び歴史的な資源の活用　　　 　　　　　　　　｢白隠｣・「帯笑園」をはじめとする歴史的資源や国道1号沿いの桜並木などの地域資源が、観光やまちづくりに十分活用されていない。
　原駅前の再生と新たな交流拠点の整備　　　　　　　　　　　　　　利便性の高い原駅前周辺の立地条件が十分に活かされていない。また、国道1号の4万台を超える交通は、地区を通過するのみで、立地条件がまちづくりに有効に活用されていない。
　地区内の交通の円滑化と災害に強い安全･安心まちづくり　　駅周辺の狭隘道路の解消と地区の南北

　地域の固有の資源や歴史的資源を活用し、市民や観光客が訪れる拠点の整備と新たな都市機能が集積する沼津の西玄関
　第３次沼津市総合計画では、市の西北部における市民生活や産業活動を支える交通拠点と位置付けるとともに、その周辺地区を新たな都市機能集積などの可能性があるとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

2,100,000

地区内イベント参加者数 地区内で開催されるウオーキングイベント等の参加人数 イベント参加人数を測定し、新規来訪者の増加や活性化度を評価する。 30,000 35,000

原駅の年間乗降客 原駅を利用する年間の人数を測定する。
原駅利用客数で地区居住者の動態と内外の交流人口の大きさを評価する。

2,000,000

90避難地の空白地帯の解消面積比 避難広場等への距離が500ｍ以内となる部分の面積比率 地震防災に関する備えを避難可能地の整備とそこに至る距離で評価する。 70



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・地区内の歴史と地域資源の活用
　「白隠」や「帯笑園」など江戸期の歴史的資源・資産を活用するため原駅を中心とする回遊動線の整備を行い、地区住民の利用に供するとともに来街者
のための観光動線として整備する。また、原駅と国道1号を直接結び、地域の観光資源となる国道1号沿いの桜並木へ連絡する動線を強化し、住む人々
の生活に潤いを与えるとともに、外来者の増大を促進する。

　街路事業(都）原駅町沖線（基幹事業、沼津市）、白隠のみち整備基本計画策定事業（提案事業
／事業活用調査、沼津市）、原駅前地区住宅市街地総合整備事業（関連事業、沼津市）、道路（地
方道）市道２２２１号線他（基幹事業、沼津市）、高質空間形成施設（基幹事業／舗装・街灯）、白隠
のみち整備地区沿道緑化促進事業（提案事業／地域創造支援事業、沼津市）、事業効果分析（提
案事業/事業活用調査、沼津市）

・新たな来訪者の誘引と交流の場の整備
　「白隠のみち」・「帯笑園」を整備して、地区内外の交流を促進する。また、回遊動線の結節点に広場を設けて地区内住民の憩いの場とするとともに外来
者の休憩場所として活用する。

道の駅整備事業（提案事業／事業活用調査、沼津市）、生活基盤施設（基幹事業／広場、沼津
市）、高質空間形成施設（基幹事業／緑化・舗装・街灯、沼津市）、道路（地方道）市道２２２１号線
他（基幹事業、沼津市）、白隠のみち整備地区沿道緑化促進事業（提案事業／地域創造支援事
業、沼津市）、事業効果分析（提案事業/事業活用調査、沼津市）

・みんなが安心して快適に暮らし続けられる環境の整備
　地区内で整備する広場は、災害時の避難場所としても活用できるよう整備し、東海沖地震などの災害に備える。地区内の南北道路を整備し、原駅と地
区北部の住宅地を結び交通の円滑化を図るとともに、原駅を起点とする循環バスを運行し、公共交通の利便性の向上と利用の促進を図る。

原駅前地区住宅市街地総合整備事業（関連事業、沼津市）　街路事業(都）原駅町沖線（基幹事
業、沼津市）、循環バス運行事業（関連事業、富士急行シティバス）、街路事業（都）原青野線（関連
事業、静岡県）、沼川新放水路整備事業（関連事業、静岡県）、生活基盤施設（基幹事業／広場、
沼津市）、防犯カメラ設置事業（提案事業/地域創造支援事業、沼津市）

　
○事業実施に伴うまちづくり活動等

　白隠のみち整備協議会が設置されたことを受けて、今後当地区の寺や歴史的な資源の活用方策を含め、検討していくこととしている。道路整備に合わせて沿道緑化を図り、落ち着きのある安心安全に配慮した街並みの景観づくりを検討していく。
　また、関連事業として実施している「住宅市街地総合整備事業」におけるまちづくりの協議会と連携して一体的なまちづくりを進める。
　
　○街並み形成の誘導を図るための方策

　旧東海道の歴史を残す沿道景観の誘導のため、景観計画の中の景観形成重点地区に



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 沼津市 直 L＝１７ｍ 9 22 18 22 2,163 69 69 69

道路 沼津市 直 Ｌ＝５００ｍ 20 27 20 22 69.9 46.1 46.1 0 46.1

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 広場・情報板 沼津市 直 － 2 27 18 22 666 432.7 432.7 432.7

高質空間形成施設 緑化・舗装・街灯 沼津市 直 － 2 22 18 22 163.1 47.3 47.3 47.3

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,062 595.1 595.1 595.1 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
沼津市 直 － 22 22 22 22 3.1 3.1 3.1 3.1

個人 間 － 21 21 21 21 1 1 1 1

沼津市 直 － 18 18 18 18 6 6 6 6

沼津市 直 － 18 19 18 19 2.0 2.0 2.0 2.0

沼津市 直 － 21 22 21 22 3.3 3.3 3.3 3.3

　 　 － 　 　 　 　 　 　

－

合計 15.4 15.4 15.4 15.4 …B
合計(A+B) 610.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
静岡県 国土交通省 Ｌ＝１０７７ｍ ○ 平成２年 未定 52,000

沼津市 国土交通省 Ａ＝１５．３ｈａ ○ 平成12年 平成21年 2,984

静岡県 国土交通省 Ｌ＝３１６ｍ ○ 平成10年 平成18年 559

富士急シティバス － － ○ ○ 平成15年 平成22年 128

合計 55,671

循環バス運行事業 －

河川事業 沼川新放水路

住宅市街地総合整備事業 原駅前地区

街路事業 （都）原青野線

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

　 －

－

事業活用調
査

道の駅施設機能検討 －

白隠のみち整備基本計画 －

事業効果分析

地域創造
支援事業

原駅前駐輪場　防犯カメラ設置工事

沼津市白隠のみち整備地区沿道緑化推進事業 　

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

うち民負担分
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

細項目

0

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－ 0

－ 0

交付期間内事業期間

市道2221号線他

うち民負担分
（都）原駅町沖線道路改良事業 0

規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

国費率 0.415交付対象事業費 610.5 交付限度額 253.7



都市再生整備計画の区域

　東海道原宿地区（静岡県沼津市） 面積 304 ha 区域 原の一部　大塚の一部　

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

駿　河　湾

西部浄化センター

○関連事業　原駅駅前地区住宅市街地
　総合整備事業　15.3ha　H12～H21

帯笑園

○関連事業　街路事業　（都）原青野線

○関連事業　沼川新放水路

■基幹事業
　地域生活基盤施設　広場 H18～H22

○関連事業　沼川新放水路整備事業　H2～

衛生プラント

史跡　興国寺城跡

■基幹事業　道路
　（都）原駅町沖線　H18～H19

東海道原宿地区　（３０４ha）


